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 「ぐんま方言かるた」読み句の制作過程は、1 立案計画、2 読み句の募集、3 ゼミ内での
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【図 2】応募用紙 
2012年 4月 
























50音 方言 方言が入った文 
い いちご（苺） いちご？ いちご？ ぐんまはいちご！ 
な なっから なっから あの子は とびっくらが はえーやいねー 
へ べえべえことば べえべえことば なべやつるべも べえべえことば？ 
み みずくれとうばん みずくれとうばん こんしゅうはおめーだがね 
 
番号 50音 方言 方言が入った文 
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２.４ 集計 





























ア 8 7 4 1 6 4 6 2 1 0 




ウ 2 4 0 1 1 4 0 2 0 
エ 1 2 9 2 0 1 4  0 
オ 17 3 2 7 0 4 7 1 0 












  ・幅広い年齢層が楽しめる内容であること 























































































































































 「ぐんま方言かるた」で取り上げた古方言の代表は、「にしは どこんちの 子だい？」
の「にし」である。「にし」は、「同等及び目下に対しては「ニシ」（複数は「ニシラ」）が
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【表 2】地方別方言かるたの数 
地方 都道府県数 かるたの数 平均 
（かるたの数／都道府県数） 
北海道・東北 1 道６県 31 4.4 
関東 1 都 6 県 3 0.4 
甲信越 3 県 9 3 
北陸 3 県 3 1 
東海・中部 4 県 7 1.8 
関西 2 府 4 県 4 0.7 
中国 5 県 10 2 
四国 4 県 9 2.3 





























 本稿は、2011 年 4 月から 2013 年 3 月まで、筆者の課題演習に所属した学生の調査・研
究に基づいている。ここにその活動に敬意を表し、全員の氏名を掲載する。 








注１ 教育行政 5 地域とは、利根・沼田、吾妻、西部、中部、東部である。利根・沼田は











注 2 4 地域からの出身者の内訳は、沼田市（利根・沼田）、前橋市（中部）、高崎市・富岡
市（西部）、桐生市・みどり市（東部）である。ほかに、栃木県足利市（東部に隣接）、
山形県、秋田県、中国出身の学生がいる。 
注 3 株式会社エフエム群馬（エフエムぐんま）は、群馬県を放送対象地域とする FM ラジ




注 5 篠木（1987）の載る『ぐんまの方言』（群馬県教育委員会）は、昭和 58 年度から 3
か年にわたり実施された「各地方方言収集緊急調査」を元にまとめられた群馬県方言
の概説書である。前橋市、甘楽郡下仁田町、吾妻郡六合村、利根郡片品村、邑楽郡大
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